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第12回 [ 3054 ]回目 例会報告  令和３年 (2021）１１月１８日（木） 
                    出席委員会報告 

 
◆開会点鐘  村上裕司 会長                             
 
◆ロータリーソング〔それでこそロータリー〕服部裕一            

 
◆四つのテストの唱和 西條博之 職業奉仕副委員長 

 
【 1１月の奥様お誕生日 】 …♪♪♪ おめでとうございます ♪♪♪ 
１１月 １９日 渡辺真紀子様（達也会員）  １１月 ２０日 鈴木 香様（重忠会員） 
１１月 ２３日 西山 弘子様（友幸会員）        

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥lunch time‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
◆会長の時間 

先週の理事会の中で、来年３月６日に開催されますＩＭに 

ついて準備をしていくことが決まりましたので、来月から役 

割分担も含め、打ち合わせをさせていただきます。また、来月の家族同伴忘年会につきまし

ても協議をいたしました。１２月１６日に家族同伴夜間例会を開催させていただきます。 

実は今まで佐藤喜市郎会員の事務所で、場所をお借りして、簡単な打ち合わせなどをさせ

ていただいていたのですが、そこに新たにインターネット回線を引かせていただいて、専用

のディスクも置き、簡単な打ち合わせや書類の作成ができるようにということで、理事会で

お話しをしました。１１月７日の週報に地区大会の様子が載っておりますので、参加できな

かった方はこれを見ていただければと思っております。今後、飯坂ロータリークラブとして

は、なるべく例会の開催や親睦活動の一環としての夜間例会を進めてまいりますのでよろしくお願いいたします。 
 
◆幹事報告 生田目正志 幹事 
Ａ．来 信 

  ❶福島北ロータリークラブより                ❷飯坂方部自治振興協議会より 
「市内ロータリークラブ合同新年例会の案内」         「飯坂方部新年会顔合わせの案内」 
と き ２０２２年１月４日（火）１３：００～        と き ２０２２年１月４日（火）１５：００～ 
ところ クーラクーリアンテ                 ところ パルセいいざか 
登録料 一人３，０００円 ※会食（懇親会）はありません     参加者 各団体１名 

Ｂ．メーキャップ報告 
１１／１６ 福島北高校出前教室  村上裕司、生田目正志、鈴木牧子、白岩裕和、齋藤健太、佐藤喜市郎 各会員 

 
◆福島北高校「出前教室」の報告 鈴木牧子 委員長 

去る１１月１６日に福島北高校を訪問いたしました。会長、幹事、佐藤喜市郎会員、講師の齋藤健太会員、白岩

裕和会員、私の６名で参加いたしました。講演の内容は働く時のルールや制度などを、学生向けにわかりやすくお

話をしていただきました。生徒会長からも感想も述べていただき、有意義な時間を過ごすことができました。 
 
◆親睦活動小委員会からの報告 吾妻一夫 小委員長 

先だっての地区大会・親睦小旅行が終わりまして、いよいよメインの親睦旅行を開催したいと思います。会長は

じめ、ご相談の結果、来年の実施へ向けて、検討が始まりました。確実に実施をする場所は、佐藤喜市郎会員のご

親戚であります石狩サーモンファクトリーさんでの昼食を考えておりますが、その他についてはこれから検討し、

決まり次第、皆様にご報告いたします。今度は家族同伴ですので、皆様のご参加をよろしくお願いいたします。 
 
◆飯坂ＲＣ奨学生李岳さんのクラブ会員職場訪問の報告 安斎忠作 会員 

私からの報告ですが、職業体験として李岳さんに来ていただいて、うちは農家ですので、収穫前のりんごの着色

管理として、葉取りを行っていただきました。また、干し柿作りの皮むきなどを岳くんは面白がって、楽しみなが

ら５時過ぎまで作業をしました。その後、談妃留ダンヒルさんに行って、一緒にラーメンと餃子を食べました。談妃

留さんは餃子で有名な照井さんのお兄さんなので、どうしてここで餃子が始まったのかという話をしていただき、

談妃留さんのお父さんが憲兵で、戦時中は中国へ行き来していたので、その時に餃子の作り方を覚えてきて、それ

以来、照井の餃子ができたということで、中国の話で盛り上がった次第です。以上、ご報告終わります。 

会員総数 41名  

出席会員 27名  

欠席会員 14名 

出席率  65.85% 

  飯坂ロータリークラブ 創   立   昭和 33 年（1958）5 月 5 日 

ガバナー   志 賀 利 彦 

ガバナー補佐  安 斎 忠 作 

会   長     村 上 裕 司 

幹   事     生田目 正 志 
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言行はこれに照らしてから 
「四つのテスト」 

1. 真実かどうか 

2. みんなに公平か 

3. 好意と友情を深めるか 

4.みんなのためになるかどうか 

 

ロータリーソング 「四つのテスト」 
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◆スマイリングＢＯＸ 中島定宏 小委員長 【合計２７ｓ】 
渡邉 宏 会員 ５ｓ 長生きで表彰されました。           村上 裕司会員 ２ｓ 白岩会員スピーチ宜しくお願いします。 
服部 裕一会員 ３ｓ 白岩会員のスピーチ楽しみにしています。       紺野 容樹会員 ３ｓ 白岩会員のスピーチ楽しみにしてました。 
生田目正志会員 ３ｓ 前回欠席おわび 白岩会員のスピーチ楽しみにしています。 
鈴木 牧子会員 ３ｓ 白岩さん、北高出前教室講師ありがとうございました。 スピーチ楽しみにしています。 
中島 定宏会員 ３ｓ 長々と欠席申し訳ありません。 白岩さんのスピーチ楽しみにしてます。 
白岩 裕和会員 ２ｓ 本日スピーチさせて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします。 
菅野 浩司会員 １ｓ 白岩会員の新会員スピーチ楽しみにしております。松﨑 義将会員 １ｓ 前々回、前回欠席おわび  

◆新会員スピーチ  白岩裕和 会員 

只今、ご紹介いただきました、私本年７月１日から入会させていただきました白岩裕和と

申します。このような新入会員のスピーチの機会をいただきまして、また、北高で高校生の

方たちにお話をさせていただく機会もいただき、誠にありがとうございます。本日は私の生

い立ちと、お配りしたリーフレットについて、来年４月１日から中小企業でもパワハラ措置

の義務化が始まりますので、そちらもご説明できればと思っております。 

では、自己紹介を兼ねて、生い立ちをお話しさせていただきます。まず、直前会長でもあ

る大先輩の菅野浩司先生からご紹介いただき、伝統ある飯坂ロータリークラブに入会させ

ていただきました。私の生い立ちですが、私は昭和５３年１２月３１日の大晦日生まれの４

２歳です。父親は今同じ事務所で税理士をやっておりますが、その父親が正月１月１日生ま

れで、誕生日だけはめでたい親子です。生まれは福島市の泉で、今現在は森合で父親と同じ事務所と、私たちの家

族が二階に住んでいるような事務所兼自宅に住んでおります。現在、私の家族は４人家族です。妻は船引生まれ

で、短大卒業から郡山にある会社に勤めております。福島駅までは、私が毎日妻を送り迎えしております。子供は

小学２年生の息子と５歳の娘がおります。幼稚園はめばえ幼稚園の北サークルに通い、そのまま清水小学校に進

み、父親が当時、県の職員だったので、東京事務所に配属になり、私は小学校２年生から４年生まで東京の高円寺

の福島県の社宅に住んでおりました。小学校５年の時に清水小学校に戻り、そのまま地元の清水中学校に進学しま

した。中学校の一番の思い出は、私はバレーボール部に入っていたのですが、その時の顧問の先生が、県の選抜の

先生でもあり、とにかく怖かったのです。今では考えられないような練習をしており、そういった辛い経験もあり

ながら、３年間バレーボールができたのは、良い経験だったと思っております。その後は福島高校に進学しまし

た。福高は自由な校風だったので、好きな事をやっているような感じでした。バレーも１年で辞めてしまい、友達

と「鉄道研究部」に入りました。部室は物置小屋みたいなところを自分たちの居場所にして、頭が良い奴がいて、

どこかの教室から電線をつなぎ、電気を使えるようにしてくれたので、テレビをつなげて、ファミコンを持ってき

て、放課後や昼休みは部室でファミコンをしておりました。今思うと、そういう形で自由ではあるので、自分で決

めることができるのですが、それは自由がある分、責任が伴うので、自由だと思ってそのままにしてしまうと、結

局、結果は全部自分の責任になるのだなと、大人になって痛感したような感じがしております。大学は二松学舎大

学の政治経済学部に進学しました。大学の時の思い出は、大学１年生の時に、日本が初出場を狙っていたフランス

のワールドカップの予選があったので、生で見たいと思い、東京で行う予選は１試合以外全て国立競技場で応援し

たことが、良い思い出に残っております。また、普段行けないような国に旅行に行こうと、大学の先輩とミャンマ

ーに行きました。まだミャンマーは、対外的に外国人の方を観光に迎い入れてから、２年ぐらいしか経っていない

時で、その時も軍事政権ではあったのですが、駅前にはライフル銃を持った軍の兵士たちがいたり、国の建物の塀

には、もし民衆が反乱を起こしたら、その穴からライフル銃で打つと聞いて、軍事政権というのは考えることも全

然違うのだと、その旅行で勉強になりました。その後は、地元の企業で働きたいという気持ちがあり、大学を卒業

して、梁川にあるニットメーカーの会社に勤めました。会社が主催する夏祭りに、地元の人が来たり、このような

形で地域に貢献されているのだと身を持って体験させていただきました。父親がちょうど県職員を退職し、税理士

をやるという話をしていたので、当時は消えた年金のニュースがあり、その時に社労士という職業を知って、社労

士は中小企業の方のお手伝いをするのだとわかったので、社労士になってみようと思い、おかげさまで開業して今

１２年目を迎えております。今までは社労士の仕事だけしか考えておらず、地域のことや奉仕をするという考えが

全くなかったので、ロータリークラブに入会させていただき、今度は地域のことや奉仕をするということを、勉強

させていただきたいと思っておりますので、若輩者ではございますが、これからもよろしくお願いいたします。 

 最後に、お配りした厚労省のリーフレットについて、パワハラなどのハラスメント防止の義務化、防止措置の義

務化が、中小企業でも来年４月１日から義務化されます。これはあくまでも会社として、パワハラを放置しないと

いうのが法律の趣旨で、万が一起こったら、会社として相談を受け、対応するというのが、義務化の趣旨です。職

場におけるパワハラの防止のために講ずべき処置ということで、事業主は以下の措置を講じなければなりません

とありますが、趣旨は会社として起こらないように事業主の人が宣言し、何か万が一起こった時には、まずは会社

で相談、対応して、その事後について措置を取ることが、今回のパワハラの義務化になっておりますので、お時間

ある時にご覧いただければと思います。以上、３０分にわたりご清聴をいただきありがとうございました。これか

らもどうぞよろしくお願いいたします。                      ◆閉会点鐘  会長 

 
 
 
 

親睦小旅行の残金 １，０００円 

福島北高校「出前教室」 
令和３年１１月１６日（火）午後２時40分 
参加者 村上裕司 会長 

生田目正志 幹事 

鈴木牧子 職業奉仕委員長 

佐藤喜市郎 米山記念奨学会委員長 
 

齋藤健太会員   白岩裕和会員 
「就職と起業について」 「働くためのルール」 


